14 Pioneers of Our Faculty by 酒井 文雄 & Sakai Fumio
関西大学商学部の先達
その他のタイトル 14 Pioneers of Our Faculty
著者 酒井 文雄
雑誌名 關西大學商學論集
巻 40
号 3
ページ 307-314
発行年 1995-08-25
URL http://hdl.handle.net/10112/00019301
関西大学商学論集第40号第3号 (1995年8月） （307)57 
関西大学商学部の先達
酒井文雄
序
関西大学商学部が発足したのは昭和23年 (1948年） 4月であるから， 3年
後には，商学部創立50周年（明治39年の商業学科の創設から数えると92周年
ということになる）という記念すべき年を迎えることになる。関西大学商学
会が関西大学経済学会から分離独立したのは，昭和31年 (1956年） 4月であ
るから， 3年後には商学会創立42周年ということにもなる。この50年近くの
間に，商学部のスタッフであり， したがってまた商学会の正会員でもあった
方で，すでに鬼籍に入られたのは14名（追記にみられる飯野春樹教授を加え
ると， 15名）である。これら先達の事績を知るための幾つかの基礎資料を整
理して，これら先達の「人と学問」を偲ぶよすがとし度い。資料となる調査
事項は，次の10項目である。氏名は，五十音順に記述してある。
(1)生年月日・出生地，（2)出身大学卒業年月，（3）関大赴任前の職歴，（4)関
大商学部における就・退職の年月（商学部発足以前の本学での在職年月は含
まない），（5)主要著書・論文，（6)退職後の職歴，（7)没年月日・享年，（8)祝
賀・記念刊行物（還歴，退職， 古稀等）， （9)追悼文・追悼論文集， u0)その
他。
板橋菊松（いたはしきくまつ） 信託論
(1)明治21(1888).2.3・大阪，（2)明治41.7 早稲田大学政経科，（3)司法省
在外研究員，法政大学，（4)昭和28.4ー 一昭和33.3, (5)『社債の実際知識』，
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千倉書房，昭和10.11, 『社債法と社債信託論』， 板橋博士学業記念刊行会，
昭和40.5, (6)大阪学院大学，（7)昭和58(1983).1. 23逝去， 94歳，（8)「大阪
学院大学論叢」第25• 26合併号（板橋菊松教授米壽記念号）， 昭和50.2, 
(9)横田健一「板橋菊松博士を悼む」， 『関大』（関西大学校友会）第317号，
昭和58.2.15,『大阪学院大学商経論叢」第9巻4号（経済学博士 板橋菊松
教授追悼号），昭和59.1, 関西大学百年史編纂委員会編「関西大学百年史
人物編』，昭和61.1, 528-535ペー ジ， UO)教授は，私大連盟常務理事，
文部省大学設置審議会委員，関西大学顧問（昭和33.4—昭和58.1) 等を歴
任されたが，自宅が鎌倉なので，大学院ホールの宿泊室（いまは，院生の研
究室に模様替えされている）を使用されていた。
今西庄次郎（いまにし しょうじろう） 証券市場論・経済政策
(1)明治34.(1901).5.4・大阪，（2)昭和3.3. 京都帝国大学経済学部，（3)台
北帝国大学， （4) 昭和 23.4—昭和 47.3, (5)「証券市場論』， 有斐閣，昭和
28.1,『証券価値論』，有斐閣，昭和34.5,(7)昭和57(1982). 3. 7逝去， 80
歳，（8)『関西大学商学論集』第16巻4• 5合併号（今西庄次郎教授古稀記念
特集），昭和46.12,(9)松谷勉「恩師今西先生を偲んで」，『関大」第306
号，昭和57.3.20，松谷勉「名誉教授今西庄次郎先生を偲んで」，『関西
大学通信』（関西大学広報委員会）第119号， 昭和57.5.16,関西大学百年史
編築委員会編「関西大学百年史 人物編』，昭和61.11,767-772ペー ジ，
u0)教授は， 初代の商学部長（昭和 23.4—昭和 24.9) とさらにもう 1期
（昭和27.10-—昭和 28.10) と学部創設期に学部長を2期つとめられ，卒
業生達にとってこんにちなお，大きな存在感を残しておられる（堤 多喜男
＜大阪証券取引所専務理事＞「任意の一瞬」， 日本経済新聞朝刊，平成7.3.
9,「交遊抄」欄を，参照）。
賀屋俊雄（かやとしお） 貿易業務論
(1)明治21(1888). 1. 23・兵庫，（2)大正3.7.東京帝国大学経済学部，（3)久
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原鉱業株式会社（ロンドン・パリ駐在），（4)昭和23.4―昭和3.3, (5)「重
要商品事項』，甲文堂，昭和8.4,『海上売買研究及び貿易業務』，三和書房，
昭和29.5, (7)昭和33(1958). 7. 9逝去， 71歳，（9)『関西大学商学論集』第 3
巻 3号（故賀屋教授追悼号），昭和33.8, UOl教授は戦前にも10年余（昭和 3
年 4 月—――昭和14年 3 月）関西大学に在職されていたのであるが，その春風
飴蕩のご人徳のゆえもあり，戦後商学部に在職された10年間のうち 5年間に
わたり（昭和 24.10—昭和27. 9, 昭和30.10゜~昭和 32.9)，商学部長の職
にあった（賀屋俊雄「昭和三十二大学年度の抱負と展望」， 『関西大学学報』
（関西大学学報局）第302号，昭和32.4, 3ページを，参照）。
河村宜介（かわむら よしすけ） 交通論・配給論
(1)明治30(1897). 7. 7 •山口，（2) 昭和 6.12. 京都帝国大学経済学部，（4) 昭
和23.4-—昭和43.3, (5)『交通総論』，三和書房，昭和27.4,『商業経済論』，
啓文社，昭和34.5, (6)大阪産業大学，（7)昭和54(1979).5.23逝去， 81歳，
(8)『関西大学商学論集」第12巻 4 • 5 • 6合併号（河村宜介教授古稀記念特
輯），昭和43.2, uo)教授は，戦前から戦後にかけて（昭和 3年4月-昭和
23年3月），関西大学専門部， 予科， 経商学部に在職されていた。教授はま
た，昭和35年5月の日本観光学会の創立に参画して同学会副会長に就任，昭
和41年 5月には同学会会長となられた。
川元英二（かわもとえいじ） 保険論
(1)明治32(1899). 3. 8• 青森，（2) 大正 12.3. 東京帝国大学経済学部，（3) 日
本生命保険株式会社（英米に留学），（4)昭和31.4ー 一昭和44.3,(5)「アメリ
力退職年金制度』，ミネルヴァ書房，昭和37.9,『保険論I（総論）』，『保険論
I （生命保険）』，晃洋書房，昭和39.4,(7)平成4(1992).7.11逝去， 93歳，
(8)「関西大学商学論集」第13巻 4 • 5合併号（川元英二教授古稀記念特輯），
昭和43.12,uo)教授は，戦前（昭和6.4．から 1年間）にも非常勤講師として，
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関西大学で教鞭をとられたことがあった。
木田和雄（きだかずお） 中南米経済論
(1)昭和4(1929). 10.19・兵庫，（2)昭和30.3.甲南大学経済学部，（3)京都
大学大学院，（4)昭和32.4―平成6.9, (5)山岡亮ー，東井正美訳（木田和
雄，鶴嶋雪嶺 助訳）『A.ロチェスター アメリカ農民と第三政党』，有斐
閣，昭和34.2,「セビリア商人ギルドの貿易独占」（『関西大学商学論集」第 3
巻3号，昭和33.8．所収），「ラテン・アメリカにおける土地所有形態の特質」
（『関西大学商学論集」第9巻1号，昭昭39.4．所収）等，（7)平成6(1994). 
9.5逝去， 64歳， （9）大橋昭一「木田和雄教授を悼む」， 『関西大学通信」第
230号，平成6.10.6,『関西大学商学論集」第40巻2号（故木田和雄教授追悼
号），平成7,6, uo)教授は学生のクラプ活動への良き理解者の一人であり，
関西大学茶道部顧問部長等をされていたが，昭和59.10．から関西大学ホッケ
一部顧問部長でもあった（木田和雄「ホッケ一部 低迷状態の脱却を」，『関
大」第416号，平成4.2.15を，参照）。
河野 稔（こうのみのる） 社会政策・社会思想史
(1)大正8(1919). 8. 4 •島根，（2) 昭和16.12．京都帝国大学経済学部，（3) 京
都帝国大学，（4)昭和24.3―昭和44.3, (5)「社会思想史大綱上巻』，法律文
化社，昭和28.6,『社会政策の歴史理論研究』， 法律文化社， 昭和31.6,『社
会政策研究』（遺稿集）， 法律文化社，昭和61.12,(6)滋賀大学，（7)昭和40
(1985). 2. 3逝去， 65歳，（8)『彦根論叢』第228• 229合併号（河野稔教授
退官記念論文集），昭和59.11,(9)『彦根論叢』第233号（河野 稔教授追悼
号），昭和60.8, (10)教授は，関西大学在職中の20年間にわたりバスケット部
顧問部長であったが， OBとの親交はその後も終生， 継続した（関西大学バ
スケットボール部OB会『関西大学バスケットボール部五十年史』，昭和53.
7.を，参照）。
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清水宗一（しみずそういち） 財務会計論・企業財務論
(1)大正13(1924).3.23・兵庫， （2)昭和26.3.神戸経済大学（神戸大学），
(3)旧制研究科（大学院）， （4)昭和28.6-―—昭和 63.7, (5)『企業内部財務
論』， 森山書店， 昭和47.10, 『資産会計論一~資産の費用化に関する研究
一』，森山書店， 昭和5.6, (7)昭和63(1988).7.25逝去， 64歳，（9)亀井
利明「清水宗一商学部教授を悼む」，『関西大学通信」第176号，昭和63.10.
12, 『関西大学商学論集』第34巻2号（故清水宗ー教授追悼号），平成1.6, 
UO)教授は， 故山下勝治博士門下の逸材の一人であった（清水宗一「山下先
生の想い出」， 山下勝治先生追悼記念事業会編『追憶 山下勝治先生を偲
ぶ』，天理時報社，昭和46.12,133-137ペー ジを，参照）。
柴田銀次郎（しばたぎんじるう） 統計学・港湾経済論
(1)明治32(1899). 1. 4• 東京， （2)大正12.3.東京商科大学（一橋大学），
(3) 神戸大学，（4) 昭和 37.4-—昭和 44.3, (5)『外国貿易統計論』，叢文閣，
昭和13.2,『自由港の研究』，同文館，昭和30.10,(6)県立長崎経済大学（長
崎県立大学），（7)平成 1(1989).10. 6逝去， 90歳，（8)「柴田銀次郎博士還暦
記念論集』， 天理時報社， 昭和35.1,『国民経済雑誌』第106巻2号（柴田銀
次郎博士記念号），昭和37.8,『関西大学商学論集』第13巻6号（柴田銀次郎
教授古稀記念特輯） •昭和 44.2, uo)こ教授は，関西大学を定年退職されるに際
し，その蔵書（和・洋書） 1,180余冊を関西大学図書館に寄贈された（「柴田
文庫」という）。
高尾忠男（たかおただお） 税務会計論
(1)大正6(1917).1. 9・大阪，（2)昭和 17.9.立命館大学法経学部，（3)立命
館大学，（4) 昭和 37.4-—昭和 48.8, (5)『税務会計要論』， 三和書房， 昭和
29.1,『税務会計の理論』，有斐閣，昭和35.7, (7)昭和48(1973). 8. 9逝去，
56歳，（9)来住哲二「高尾忠男教授の急逝を悼む」，有福健「高尾先生のご
冥福を祈る」，『関大」第214号， 昭和48.9.15，清水宗一「高尾忠男教授を
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悼む」，『関西大学通信」第41号，昭和48.10.12, 『関西大学商学論集」第19
巻 1号（故高尾忠男教授追悼号），昭和49.4, (10)大阪大学経済学部助教授
高尾裕二氏（昭和52.4一~昭和 61.3.関西大学商学部に在職された）は，故
教授のご次男である。故教授は，ご令息裕二氏の学究生活への確かな出発を
関西大学商学部に託して，ご他界されたというべきであろうか。
冨山忠三（とみやま ちゅうぞう） 商業科教育法・商業英語
(1)明治35(1902).1.2• 鹿児島，（2) サウス・ウエスターン大学商学部，（3) 鹿
児島経済専門学校（鹿児島経済大学），（4) 昭和35.4ー~昭和47.3, (5)「商業教
育論』，所書房，昭和43.6, 『PRINCIPLESOF BUSINESS ENGLISH』,
晃洋書房，昭和4.4, (7)昭和62(1987). 5. 26逝去， 85歳，（8)『関西大学商学
論集」第16巻2• 3合併号（冨山忠三教授古稀記念特集），昭和46.8, (10)教
授の学問的関心は， 会計や販売管理の方面にも向けられていた（冨山忠三
「古代会計史」，『関西大学学報』第141号，第142号，昭和1.7, 昭和1.9, 
冨山忠三「販売能率の測定」，『関大」第89号，昭和37.8.15を，参照）。
宮下孝吉（みやした こうきち） 経済史・商業史
(1)明治33(1900).10. 27• 静岡，（2) 大正 14.3.東京商科大学（一橋大学），
(3) 神戸大学，（4) 昭和38.4-—昭和46.3, (5)『ヨーロッパにおける都市の成
立』，創文社，昭和28.6, 『西洋古代・中世経済史』， ミネルヴァ書房，昭和
42. 3, (6)大阪学院大学，（7)昭和46(1971).6.5逝去， 70歳，（8)「国民経済
雑誌」第 110巻 3号（宮下孝吉博士記念号）， 昭和 39.9, 『関西大学商学論
集」第15巻 5• 6合併号（宮下孝吉教授古稀記念特輯）， 昭和46.2, uo)教授
は，少年時代にキリスト教に入信，受洗されておられ，その葬送式は昭和46
年 6月11日に， 「日本聖公会 芦屋聖マルコ教会」でいとも厳粛に執り行わ
れた（「宮下孝吉葬送式」次第を，参照）。
関西大学商学部の先達（酒井） (313)63 
安田信一（やすだのぶいち） 金融経済論
(1)大正5(1916).1. 9・兵庫，（2)昭和14.3．関西大学経商学部，（3)大学院，
(4) 昭和23.4-—昭和57.11, (5)『貨幣本質論序説』，産業経済社，昭和26.3, 
『経済成長・発展と産業構造』， ミネルヴァ書房， 昭和32.10, (7)昭和57
(1982). 11. 26逝去， 66歳，（9)植野郁太「安田教授の死を悼む」，『関大」第
316号，昭和 58.1. 1, 来住哲二「安田信一商学部教授を偲んで」，『関西大学
通信』第 124号，昭和58.1.18,『関西大学商学論集」第28巻 1号（故安田信
ー教授追悼号），昭和58.4, uo)教授は，関西大学元学長森川太郎博士門下
の最古参の恩師思いの高弟であった（安田信一「恩師 森川先生を偲んで」，
『関大』第219号，昭和49.3.15，安田信一「恩師の思い出」， 森川太郎先生
の憶い出出版会編『森川太郎先生の憶い出』， ふじや印刷， 昭和51.2, 158 
·—-168ページを，参照）。
山口吉兵衛（やまぐちきちべい） 経営学
(1)明治40(1907).9.23・大阪，（2)昭和8.3.京都帝国大学経済学部，（3)奈
良学芸大学（奈良教育大学）， （4)昭和34.4ー 一昭和53.3, (5)『経営学』（本
間幸作他との共著），中央経済社，昭和34.5, 『経営数学』，青山書店，昭和
48. (6)大阪商業大学，（7)平成6(1994). 2. 24逝去， 86歳，（8)「関西大学
商学論集」第22巻3• 4合併号（山口吉兵衛教授古稀記念特集），昭和52.10,
(10)教授は， 故錯川虎三博士門下の経営学者の一人であった。 なお教授は，
関西大学の戦後 7 人目の就職部長（昭和45.10-—柑拝叫8.9) を， つとめら
れた（山口吉兵衛「就職を迎える学生諸君に」， 関西大学就職部編『就職要
覧1971年版』，昭和46.4．を，参照）。
〔追記〕京大経済学部の細川元雄講師が，「京都大学経済学部の教官ちた」
（創立から平成 5年3月末現在までに退識および逝去された）という一文を同
学部同窓会誌『同好』第13号（平成 5年3月）， 第15号（平成6年12月）に
連載されている。本資料における10項目は，細川講師のこの一文にみられる
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調査事項に依拠させていただき，さらにこれを整理・補足した内容となって
いる（本資料の(4), (5), (10)の3項目を除く 7項目は，細川講師の調査事項と
同一である。ちなみに，細川講師は，本資料では調査対象外としたそれ以外
の8項目も含めて，計15項目を調査対象とされている）。
なお，筆者は，本資料を草するに際して，関西大学商学部の幾人かの先輩
・同僚をはじめ，関西大学商学部事務室，関西大学経商資料室，関西大学総
合図書館，関西大学年史資料室，関西大学校友会事務局等の職員の方達から
も，多大なご助力をいただいた。個々にお名前は記さないが，厚く御礼を申
し上げ度い。
小稿提出の直前に，飯野春樹大阪学院大学教授（経営管理論，昭
和33年4月ー一昭和60年3月の間，関西大学商学部に在職，昭和60年4月
—平成 6 年 3 月の間，京都大学経済学部教授）のご逝去（平成 7 年 7 月 18
日，享年64歳）を知った。教授も，わたくしどもの学部の忘れ難い先達のお
一人であった。謹んで，哀悼の意を表します。 (1995.7.20) 
